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衆
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一
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地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
上
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事
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弁
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を
送
付
す
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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
上
下
水
道
事
業
の
一
体
的
運
営
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

総
務
省
に
お
い
て
調
査
し
て
い
る
地
方
公
営
企
業
決
算
統
計
（
以
下
「
決
算
統
計
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
水
道
事
業
数
及
び
公
共
下
水
道
事
業
数
は
そ
れ
ぞ
れ
二
千
百
七
十
五

事
業
、
千
百
九
十
七
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
上
下
水
道
部
局
の
組
織
統
合
を
行

っ
て
い
る
市
町
村
（
特
別
区
の
存
す
る
区
域
に
お
け
る
都
を
含
む
。
）
の
数
は
、
震
災
で
回
答
不
能
等
の
理
由
で
回
答
が
な

か
っ
た
百
六
十
団
体
を
除
く
千
五
百
六
十
五
団
体
中
六
百
八
十
団
体
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
の
決
算
（
決
算
統
計
の
数
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
全
国
の
水
道
事
業
及
び
公
共
下
水
道

事
業
に
係
る
収
支
の
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
千
六
百
二
十
七
億
四
千
六
百
四
十
六
万
六
千
円
、
六
百
二
億
六
千
百
十
四
万
五

千
円
の
黒
字
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一



平
成
二
十
一
年
度
の
決
算
に
お
け
る
全
国
の
水
道
事
業
及
び
公
共
下
水
道
事
業
に
係
る
地
方
債
残
高
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
兆

二
千
五
百
十
六
億
四
千
百
九
十
四
万
六
千
円
、
二
十
五
兆
四
千
二
百
九
億
二
千
七
百
二
十
万
円
で
あ
り
、
平
成
二
十
年
度
の

決
算
と
比
較
し
て
そ
れ
ぞ
れ
三
千
五
百
八
十
一
億
三
千
六
百
五
十
三
万
九
千
円
、
五
千
十
四
億
七
千
八
百
八
十
四
万
七
千
円

減
少
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
を
例
え
ば
「
上
下
水
道
局
」
と
し
て
一
体
的
な
組
織
で
実
施
し
、
料
金
徴
収
や
窓
口
業
務

な
ど
共
通
の
業
務
を
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
る
利
点
は
、
業
務
の
効
率
化
に
よ
り
経
営
基
盤
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
や
地
域
住

民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
向
上
す
る
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
、
上
下
水
道
両
事
業
の
業

務
内
容
に
精
通
し
た
職
員
の
育
成
を
図
る
こ
と
等
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
等
の
災
害
対
策
の
強
化
、
水
道
の
広
域
化
等
の
運
営
基
盤
の
強
化
、
水
質

管
理
の
徹
底
に
よ
る
安
心
で
快
適
な
給
水
の
確
保
、
浄
水
処
理
や
送
配
水
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
減
等
の
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
の
強
化
等
が
当
面
す
る
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

二



公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消
、
浸
水
被
害
の
軽
減
や
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
等
の
災
害

対
策
の
強
化
、
河
川
等
の
公
共
用
水
域
の
水
質
改
善
の
推
進
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
等
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
再
生
利
用
の

推
進
等
が
当
面
す
る
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
と
も
に
、
「
新
成
長
戦
略
」
（
平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、

日
本
が
強
み
を
持
つ
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
ア
ジ
ア
地
域
に
展
開
・
浸
透
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

上
下
水
道
事
業
の
所
管
は
、
厚
生
労
働
省
と
国
土
交
通
省
（
以
下
「
両
省
」
と
い
う
。
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
法
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
両
省
で
連
携
を
図
る
こ
と
に
留
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

具
体
的
取
組
と
し
て
は
、
「
知
的
財
産
推
進
計
画
�
�
�
�
」
（
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日
知
的
財
産
戦
略
本
部
決
定

）
を
踏
ま
え
、
両
省
で
連
携
し
て
水
分
野
の
国
際
標
準
化
戦
略
の
検
討
等
を
行
う
と
と
も
に
、
両
省
を
中
心
と
し
た
関
係
省

庁
で
「
海
外
水
イ
ン
フ
ラ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
協
議
会
」
を
設
置
し
、
地
方
公
共
団
体
を
含
め
た
上
下
水
道
事
業
の
海
外
展
開
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、
今
般
の
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
放
射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
浄
水
発
生

三



土
及
び
下
水
汚
泥
等
に
つ
い
て
、
両
省
で
連
携
を
図
り
つ
つ
地
方
公
共
団
体
や
関
連
す
る
業
界
団
体
に
対
し
、
処
理
の
推
進

に
つ
い
て
働
き
か
け
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


